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〈まえ〉
抽象

敷地条件
具体

抽象 から 具体 へ
  ⽷  から   布  へ

建築

設計者の意図や個性が⽷のかたちとして表出する

設計者はこれらの何本もの⽷を紡ぎ、
⼀枚の「布」＝「建築」を⽣み出していく

⽷の粗密によって⽷から布へシームレスに変化させ、
展⽰空間と動線を⼀体的にデザインする

粗 密

布
印刷した展⽰⾯

⽷
⼿で掻き分けてくぐれる

〈あと〉

Con
tents
〇〇〇

建築ができる「まえ」とできた「あと」。
その点と点の間に線を引く⾏為こそが “設計” であり、そこに設計者の思考や個性が表れる。

「まえ」と「あと」を繋ぐ設計者の意図  ― “⽷” をたどる展⽰空間を提案する。

設
計

者 の意図・

思 考 過程

⽷ から 布 へ「まえ」と「あと」をつなぐ “⽷”
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外⽪のヴェールを内側へ連続させ
周囲を歩く⼈を引き込む。

粗密や⻑さの異なる⽷は
重なり合うことで様々な表情を
映し出す。

⽷でつくられた軽やかな境界に
鑑賞者⾃らの⼿で触れ、領域を
⾏き来する。

Ⅲ .Scene

GL

空間構成
■引き込む ■透ける・重なる

■⽷の重なりによって奥⾏を感じさせる空間

■⽷のヴェールを掻き分けながら作品を鑑賞していく 02421798

■内部の様⼦を透過させ、周囲の⼈を引き込む

■触れる・掻き分ける
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